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奈
良
の
小
川
の
み
そ
ぎ
も
過
ぎ
今
年
も
盛
夏
が
や
っ
て
参

り
ま
し
た
。
同
族
会
の
皆
様
に
は
ご
清
祥
の
日
々
を
お
過
し

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
同
族
会
の
各
種
事
業
に
、
と
く
に
毎
年
の
助
成
金

募
集
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
有
難
く
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

同
族
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
年
三
月
二
十
九
日
に
全
役

員
の
任
期
満
了
に
よ
る
改
選
が
行
な
わ
れ
新
た
に
理
事
十
名
、

評
議
員
二
十
二
名
、
監
事
二
名
が
選
出
さ
れ
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
そ
れ
と
同
時
に
不
肖
私
が
理
事
長
に
選
任
さ
れ

会
務
の
推
進
に
当
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
光
栄
を
感
じ

ま
す
と
と
も
に
そ
の
責
務
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
指
導
と
ご
鞭
燵
を
ひ
と
え
に
お
願
い
す
る
次
第

で
す
。

同
族
会
は
設
立
の
趣
旨
か
ら
し
て
同
族
全
員
の
も
の
で
あ

り
ま
す
。
全
員
が
参
加
し
意
見
を
出
し
合
い
同
族
の
結
び
つ

き
を
強
く
し
カ
モ
の
伝
統
的
神
事
や
文
化
を
継
承
保
存
し
さ

ら
に
は
将
来
に
向
っ
て
の
新
し
い
文
化
を
創
造
す
る
等
の
活

動
を
し
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

最
近
、
会
員
の
中
か
ら
長
年
の
思
考
を
著
作
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
出
版
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
（
注
）
同
族
と
し

『ＢＦ８ＨＨｇＥｋ２ＨＣ

》
麓理事
長
就
任
に
あ
た
っ
て

麺
軽
彰
舞
騨
詫

■
弘
．
主
と
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牡
駈
ら
』
を
足
・
づ
せ
，
Ｆ
ワ
ヶ
●
区 主！

理
事
長
西
池
成
晃
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強
化
を
図
り
、
ま
た
こ
れ
に
よ
り
同
族
会
の
主
体
性
を
確
立

す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
の
実
現
に
は
全
員
参
加
型
の

活
動
を
行
い
遠
隔
地
の
同
族
の
方
々
と
も
情
報
を
共
有
し
共

に
考
え
前
進
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

幸
い
な
こ
と
に
我
々
は
現
同
族
会
（
法
人
）
の
前
身
で
あ

る
任
意
団
体
と
し
て
の
「
賀
茂
県
主
同
族
会
」
（
昭
和
十
五

年
）
の
会
則
に
諸
先
輩
が
策
定
さ
れ
た
活
動
項
目
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
今
後
の
実
際
的
活
動
を
進

め
て
行
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。

既
に
ご
存
知
の
よ
う
に
同
族
会
内
の
自
主
的
活
動
チ
ー
ム

も
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
よ
り

一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
に
は
多
く
の
会
員
の
ご
参
加
が
望

ま
れ
ま
す
。

ど
う
か
皆
さ
ん
伝
統
あ
る
同
族
会
を
さ
ら
に
立
派
な
も
の

に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

最
後
に
皆
様
と
ご
家
族
の
ご
多
幸
を
祈
り
ま
す
。

（
注
）て
堀
内
保
丸
氏

「
人
生
。
こ
の
ベ
ク
ト
ル
量
」
学
際
的
論
説文
芸
社

一
、
故
西
池
和
巳
氏

「
小
さ
な
華
麗
な
物
語
」

’
九
九
六
年
・
夏
・
ヴ
イ
シ
ー

東
京
新
聞
出
版
局

発行所

財団法人

賀茂縣主

同族会

し

て
ま
た
同
族
会
と
し
て
真
に
喜

ば
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

今
後
の
同
族
会
の
活
動
方
針

と
し
て
は
同
族
結
束
の
一
層
の

◎
合
同
事
務
局
メ
ン
バ
ー

西
池
成
晃
北
大
路
元
顕

戸
田
保
輝
松
田
一
雄

梅
辻
諄
浦
野
邦
夫

西
池
隆
造
藤
木
文
雄

◎
新
役
員
決
定

平
成
十
二
年
一
一
一
月
二
十
九
日
付
で
、
同
族
会
寄
附
行

為
（
規
約
）
に
基
き
次
の
通
り
役
員
が
選
任
（
任
期
三

年
）
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
報
告
致
し
ま
す
。

今
後
と
も
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
指
導
ご
鞭
燵
を
頂
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事

理
事
長

西
池
成
晃

副
理
事
長

北
大
路
元
顕

常
務
理
事
（
会
計
）
関
目
季
弘

〃
（
庶
務
）
松
田
一
雄

理
事

岡
本

修
〃

戸
田
保
輝

〃
西
池
伸
弥

〃
西
池
勝
太
郎

〃
藤
木

茂
〃

堀
内
保
丸

摩匹
事

市
和
顕

１

〃
藤
木
光
男

以
上
理
事
十
名
、
監
事
二
名

評
議

市
忠
顕

浦
野
邦
夫

岡
本
清
信

中
大
路
顕
信

錦
部
克
弘

藤
木
弘
直

堀
内
保
逸

員

堀藤藤西岡太市
内木木池本田

（
ア
イ
ウ
ェ
オ
順
）

芳
明
梅
辻
諄

重
明
岡
本
清
孝

季
幸
岡
本
寛

成
俊
西
池
隆
造

啄
也
藤
木
秀
昭

文
雄
藤
木
保
誠

義
晃
堀
川
潤

以
上
二
十
一
名

関
目
季
弘

市
忠
顕

岡
本
清
信

堀
川
潤

以
上
十
二
名
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平
成
十
一

第
三
列
目

右
方
乗
尻
（
山
本
籾
山

写
真
に
写
っ
て
い
な
い
が
ご

右
方
乗
尻
（
岡
本
氏
和

右
〃
乘
尻
（
川
本
浩
矢

右
方
乗
尻
（
山
本
宗
尚

戒
〃
采
尻
（
巾

左
〃
乘
尻
（
浦
野
邦
洋

左
方
乗
尻
（
市

左
方
乗
尻
（
岡
本
征

左
方
乗
尻
（
藤
木
犬

藤
木
典
直
藤
木

梅
辻
諄
岡
本

左
方
乗
尻
（
関
目
季

一
年
五
月
五
日

競
馬

聡
馴法

明晃

恒
）

｜［

ろ
、＿ソ～二ｴゴ 、三ｴゴﾐープ、＿ノ、＿”

会

奉
仕
を
頂
い
た
方

清
信

弘
直

第
二
列
目

第
一
列
目

側
Ⅱ
櫛
樹
扶
持
（
山
本
健
太
）

岡
本
舐
敏

太
川
璽
叫
陰
陽
代
（
堀
内
保
凡
）

淨
衣

右
方
肝
煎
（
藤
木
宜
直
）
目
代
（
巾
大
路
顕
信
）

健
方
（
写
真
〉
（
堀
内
義
晃
）

右
方
催
方
（
岡
本
修
）
催
奉
行
（
北
大
路
元
顕
）

催
方
（
岡
本
澗
虎
）

噸
宮
獅
（
松
川
一
雄
）
右
方
念
人
（
西
池
勝
太
郎
）

右
方
後
見
（
浦
野
祁
尺
）
神
主
（
廸
内
轡
司
）

右
方
後
見
（
岡
本
術
に
）

左
方
後
見
（
市
忠
顕
）
左
方
念
人
（
藤
木
茂
）

左
方
後
見
（
戸
川
保
輝
）

左
方
催
方
（
堀
川
潤
）
所
司
代
（
市
和
顕
）

催
方
（
岡
本
正
和
）

催
方
（
山
本
正
信
）
雑
色

催
方
（
山
本
雅
治
）

左
方
肝
煎
（
川
本
浩
久
）
扶
持
（
藤
木
適
枇
）

神西
池
成
清

藤
木
正
直

事
奉
仕
者

（
敬
称
略
）

西
池
隆
造

山
本
経
光

１１１藤
本木

紀直
博介

■■■￣■●￣■■一
足
曳
の
や

か
く

一
世
の
中
の

遠
弐

在
寳
一
千
年
祭
に
向
け
て
の
投
稿
（
其
五
）

岡
本
光
子
（
京
都
市
北
区
上
賀
茂
）

（
１
９
０
７
）

明
治
四
十
年
四
月
一
一
十
八
口
Ｈ

中
祖
在
實
君
九
百
年
薦
事
報
告
書
よ
り

五
十
二
首
の
内
の
五
首

献
備
之
歌

対
花
一
一
一
旨
志

従
四
位
三
室
戸
治
光

足
曳
の
や
ま
と
し
ま
ね
に
咲
花
の

か
く
は
し
き
名
を
な
せ
よ
世
の
人

樋
口
佐
右
衛
門
信
畷

見
後
て
の
こ
る
う
ら
み
を
櫻
花

け
ふ
の
一
日
を
い
か
に
か
も
へ
ん

艇
瀬
治
右
術
門
豊
麟

九
重
に
に
ほ
ふ
百
枝
の
櫻
花

わ
け
い
か
つ
ち
の
神
に
さ
掻
け
ん

曽
和
佳
平

山
さ
く
ら
朝
日
に
ほ
ふ
か
け
み
れ
は

け
に
い
さ
き
ょ
き
色
香
な
る
か
な

淺
野
素
行

の
う
き
を
わ
す
る
出
花
陰
に

き
昔
を
し
の
ふ
け
ふ
か
な

２
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鳫
我
が
家
の
お
文
箱

神
奈
川
県
在
住
藤
木
顕
通

我
が
家
に
古
ぼ
け
た
金
箔
の
菊
の
ご
紋
章

が
つ
い
た
黒
塗
り
の
お
文
箱
が
あ
る
。

昭
和
四
十
年
代
京
都
上
賀
茂
に
あ
っ
た

祖
父
顯
道
の
柊
野
邸
が
売
却
。
取
り
壊
さ

れ
る
直
前
荒
れ
た
和
室
に
忘
れ
去
ら
れ
た
様

に
神
床
と
共
に
お
文
箱
が
見
つ
か
っ
た
。

中
を
検
め
る
と
微
臭
い
匂
い
が
立
ち
の
ぼ

り
見
覚
え
の
あ
る
祖
父
直
筆
の
多
数
の
書
信

や
手
記
な
ど
発
見
さ
れ
捨
て
去
る
に
は
し
の

び
ず
私
が
お
文
箱
を
、
従
兄
弟
の
顯
房
が
神

床
を
持
ち
帰
る
こ
と
に
し
た
。

四
年
前
現
役
を
退
任
す
る
ま
で
は
商
社
マ

ン
と
し
て
目
が
完
全
に
欧
米
に
向
け
ら
れ
上

賀
茂
神
社
の
祭
神
が
我
々
賀
茂
一
族
の
祖
神

程
度
の
理
解
に
留
ま
り
、
伯
父
顯
文
が
同

族
会
の
設
立
を
提
唱
し
会
報
誌
無
題
を
頂

い
て
い
た
が
そ
れ
以
上
に
は
興
味
を
持
っ
て

い
な
か
っ
た
。

自
営
業
を
営
ん
で
軌
道
が
乗
り
つ
つ
あ
っ

た
二
年
ほ
ど
前
、
不
図
古
ぼ
け
た
お
文
箱

に
目
が
止
ま
り
再
び
中
を
検
め
た
と
こ
ろ
祖

父
の
心
境
が
赤
裸
々
に
記
さ
れ
た
手
記
が
見

つ
か
り
父
顯
な
ど
か
ら
断
片
的
に
聞
い
て

い
た
灰
聞
を
補
強
し
て
く
れ
た
。

そ
の
他
に
、
我
が
家
は
戦
災
に
あ
い
戦
前

の
写
真
は
全
て
焼
失
し
た
が
こ
の
文
箱
に
は

そ
れ
ら
が
あ
っ
た
。
然
し
、
セ
ピ
ア
色
の
写

真
の
多
く
は
微
と
汚
れ
が
不
鮮
明
を
誘
っ
た

が
デ
ジ
タ
ル
画
像
処
理
し
た
結
果
見
違
え
る

ほ
ど
鮮
明
な
写
真
が
復
元
さ
れ
其
処
に
は
祖

父
母
や
募
っ
て
若
か
り
し
元
気
な
父
母
の
姿

の
一
端
に
接
し
感
懐
迫
る
も
の
が
あ
っ
た
。

明
治
男
の
人
を
射
す
く
め
る
鋭
い
眼
差
し

の
祖
父
や
大
正
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
の
父
の
姿
は

昭
和
の
柔
な
男
と
比
較
し
こ
れ
が
同
じ
日
本

人
な
の
か
と
今
更
な
が
ら
驚
い
た
。

幸
い
叔
母
の
笑
子
が
大
正
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
柊
野
邸
内
の
生
活
ぶ
り
を
手
記
に

残
し
金
沢
の
叔
父
顯
博
が
発
行
し
て
い
た
が
、

私
は
こ
の
文
箱
の
整
理
を
機
会
に
戦
前
か
ら

平
成
に
至
る
一
○
○
頁
足
ら
ず
の
手
記
題
し

て
葵
の
花
と
ミ
レ
ニ
ァ
ム
を
記
念
し
て

本
年
新
た
に
カ
ラ
ー
写
真
を
含
め
約
一
○
○

枚
程
度
の
付
録
写
真
集
改
訂
版
を
印
刷
し
子

供
達
や
兄
弟
姉
妹
に
頒
布
し
た
。

更
に
彪
大
な
数
の
カ
ラ
ー
写
真
の
中
か
ら

約
三
○
○
枚
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
ん
だ
の
で

微
や
褐
色
の
心
配
も
無
く
半
永
久
保
存
可
能

と
な
り
何
時
で
も
子
供
達
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
線
で
再
利
用
出
来
る
よ
う
に
し
た
。

手
記
葵
の
花
を
書
い
た
目
的
は
私
の

子
供
た
ち
三
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。

私
の
子
供
た
ち
は
昭
和
初
期
か
ら
戦
中
戦

後
の
敗
戦
に
よ
る
国
家
滅
亡
の
苦
し
み
な
ど

所
詮
理
解
し
が
た
く
聞
く
耳
を
持
た
な
い
の

が
普
通
な
の
だ
。

私
自
身
も
戦
後
は
社
会
主
義
に
興
味
を
持

ち
父
と
は
よ
く
反
発
し
今
の
子
供
と
基
本
的

に
同
じ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
子
供
が
理
解
し

て
く
れ
る
に
は
時
が
必
要
だ
が
そ
の
多
く
は

両
親
が
こ
の
世
に
居
な
い
時
だ
。

文
箱
の
内
容
は
私
事
に
亘
る
の
で
蝉
ろ
が

分
類
別
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
全
て
を
後
世
》

に
残
す
事
に
し
た
。
更
に
顯
里
以
降
、
新
し

い
世
代
の
子
供
を
含
む
一
族
全
て
と
配
偶
者

等
を
賀
茂
氏
惣
系
図
の
形
式
に
倣
っ
て
パ
ソ

コ
ン
に
取
り
込
み
我
が
兄
弟
姉
妹
や
従
兄
弟

た
ち
に
プ
リ
ン
ト
を
郵
送
し
た
が
、
こ
の
系

図
は
慶
弔
の
都
度
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
役
に
立
っ

た
。
つ
ま
り
い
ち
い
ち
名
前
が
覚
え
き
れ
な

い
か
ら
だ
。

話
を
昭
和
十
年
代
に
戻
し
た
い
。

私
の
父
は
祖
父
顯
道
の
三
男
で
あ
っ
た

が
戸
籍
上
長
男
と
し
て
家
督
を
継
い
で
い
た
。

昭
和
十
三
年
夏
、
家
族
と
共
に
東
京
へ
転
居

す
る
こ
と
に
な
り
、
祖
父
は
文
箱
の
中
に
寂

し
く
な
る
心
境
を
歌
に
残
し
て
い
た
。

こ
の
間
、
祖
父
は
父
の
跡
を
継
ぐ
べ
き
私

の
勉
強
嫌
い
を
憂
い
た
の
で
あ
ろ
う
自
ら
家

庭
教
師
と
な
り
自
室
に
私
と
妹
の
薫
子
の
二

人
に
特
訓
が
始
ま
っ
た
が
な
ん
と
か
逃
げ
る

こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
る
孫
の
目
か
ら
見
る

祖
父
は
何
時
も
静
か
に
端
座
し
、
漢
籍
や
洋

書
を
読
ん
で
い
る
姿
は
今
で
も
瞼
に
去
来
す

る
。昭
和
十
四
年
夏
、
祖
父
が
他
界
後
、
父
は

家
督
を
顯
文
に
返
し
た
が
後
年
父
は
大
政
奉

還
と
語
っ
て
い
た
。

私
の
人
生
で
最
も
強
い
衝
撃
を
受
け
た
言

葉
は
大
東
亜
戦
争
、
米
園
が
云
う
太
平
洋
戦

争
と
終
戦
の
玉
音
放
送
で
あ
っ
た
。
こ
の
と

き
の
父
の
言
葉
は
現
在
の
よ
う
な
言
論
の
自

由
が
全
く
無
い
特
高
警
察
の
時
代
先
見
の
洞

察
力
と
物
の
見
方
は
社
会
に
出
て
か
ら
大
変

役
に
立
っ
た
。

８

開
戦
当
日
、
朝
、
国
民
学
校
六
年
生
だ
っ
－

た
私
に
父
は
改
ま
っ
た
態
度
で
質
問
し
た
。

今
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
か
？

は
い
聞
き
ま
し
た
。
我
が
帝
国
は
米
英
蘭

に
対
し
て
宣
戦
布
告
を
し
ま
し
た
。

何
を
感
じ
た
か
？

神
州
不
滅
の
国
で
す
か
ら
必
ず
勝
ち
ま
す
。

バ
カ
者
？
そ
ん
な
気
持
ち
で
こ
の
戦
に
勝

て
る
か
。
米
国
は
圧
倒
的
強
大
な
工
業
生
産

力
で
戦
を
し
て
い
る
の
だ
。
確
か
に
我
が
帝

国
海
軍
は
ハ
ワ
イ
の
米
太
平
洋
艦
隊
を
全
滅

さ
せ
た
が
僅
か
数
年
を
経
ず
し
て
そ
れ
以
上

の
艦
隊
を
作
る
だ
ろ
う
。
我
が
帝
国
海
軍
は

艦
隊
を
作
る
の
に
十
年
以
上
も
か
か
る
の
だ
。
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こ
の
戦
は
負
け
る
。
然
し
、
陛
下
が
お
決
め

に
な
っ
た
戦
で
あ
る
。
幸
い
、
お
前
に
は
弟

が
三
人
い
る
。
お
前
は
陛
下
の
た
め
に
軍
の

学
校
へ
進
学
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
お
前
の
成
績
は
な
ん
だ
？
自
覚
を
も
っ

て
も
っ
と
勉
強
せ
よ
と
大
変
厳
し
く
叱
ら
れ

た
。戦
局
が
怪
し
く
な
る
昭
和
十
八
年
頃
全
国

各
地
の
神
社
で
神
風
と
敵
国
降
伏
の
祈
願
行

事
が
盛
ん
に
な
り
我
々
中
学
生
も
近
く
の
東

京
、
赤
坂
の
氷
川
神
社
に
参
拝
さ
せ
ら
れ
た

が
こ
れ
を
聞
い
た
父
は
言
っ
た
。
神
風
は
単

な
る
台
風
、
自
然
現
象
だ
。
神
は
敬
う
も
の

で
あ
っ
て
頼
る
も
の
で
は
な
い
。
神
に
祈
る

の
は
自
分
の
持
て
る
力
が
最
大
限
発
揮
出
来

る
よ
う
神
の
前
で
誓
う
た
め
だ
。
武
力
の
強

化
無
く
し
て
戦
に
勝
つ
道
は
無
い
と
云
っ
た

が
伯
父
顯
文
も
私
に
同
じ
こ
と
を
言
っ
て

い
た
。

当
時
こ
の
よ
う
な
発
言
が
漏
れ
聞
こ
え
た

ら
国
賊
呼
ば
わ
り
ど
こ
ろ
か
検
挙
さ
れ
た
で

あ
ろ
う
が
、
要
は
狂
信
的
風
潮
が
吹
き
す
さ

ぶ
中
で
何
が
本
質
な
の
か
見
抜
く
力
が
必
要

で
あ
る
と
教
え
て
く
れ
た
。

戦
後
、
我
が
家
は
塗
炭
の
苦
い
極
貧
生
活

期
間
が
続
い
た
が
池
田
首
相
の
所
得
倍
増
計

画
や
田
中
首
相
の
日
本
列
島
改
造
計
画
に
支

え
一
わ
れ
我
々
兄
弟
姉
妹
そ
れ
ぞ
れ
、
祖
父
が

別
冊
賀
茂
県
主
系
図
の
巻
頭
言
に
書
き
残
し

た
徒
手
空
挙
の
言
葉
通
り
今
日
の
生
活
を
築

い
た
が
国
家
は
繁
栄
と
同
時
に
社
会
的
問
題

も
作
っ
た
。

人
は
先
達
の
う
し
ろ
姿
や
多
く
の
友
人
、

先
輩
の
言
葉
に
支
え
ら
れ
て
成
長
す
る
。

失
う
は
易
く
、
得
る
は
難
し
の
言
葉
ど
お

り
明
治
天
皇
拝
領
の
約
一
万
余
坪
の
柊
野
邸

や
そ
の
他
多
く
の
資
産
が
失
わ
れ
た
代
償
は

大
き
い
ほ
ど
発
展
の
強
い
バ
ネ
と
な
っ
た
。

私
が
住
む
こ
こ
葉
山
の
自
宅
か
ら
眺
め
る

風
景
は
幼
少
の
頃
、
邸
内
に
あ
っ
た
両
親
の

家
か
ら
見
た
山
並
み
に
似
て
、
当
地
は
閑
寂

な
が
ら
遠
く
富
士
山
を
眺
め
野
鳥
や
リ
ス
の

声
に
囲
ま
れ
招
か
さ
れ
ざ
る
狸
ま
で
庭
に
出

没
す
る
海
を
前
に
し
た
小
さ
な
町
だ
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
達
し
た
お
陰
で
仕

事
上
の
地
域
格
差
は
無
く
な
り
欧
米
と
の
情

報
発
信
は
瞬
時
に
か
つ
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
よ
り

も
安
く
今
や
何
処
に
住
も
う
と
業
務
に
は
関

係
な
い
様
に
な
っ
た
。

年
に
一
度
く
ら
い
は
京
都
を
訪
ね
祖
霊
の

墓
を
詣
で
る
が
そ
の
都
度
、
こ
こ
が
自
分
の

故
郷
だ
と
し
み
じ
み
思
う
が
や
や
気
に
な
る

事
も
事
実
だ
。

活
況
が
四
条
通
り
近
く
や
京
都
駅
ビ
ル
程

度
、
他
は
ま
る
で
沈
殿
物
の
よ
う
に
元
気
が

無
い
様
に
見
え
る
。

更
に
奇
異
に
感
じ
た
こ
と
は
遇
え
て
失
礼

を
許
さ
れ
る
な
ら
ば
上
賀
茂
神
社
の
神
職
に

我
が
同
族
が
た
っ
た
一
人
し
か
い
な
い
の
も

不
思
議
な
感
が
す
る
。
例
え
ば
春
日
大
社
や

出
雲
大
社
の
宮
司
は
そ
れ
ぞ
れ
の
同
族
出
身

者
と
理
解
し
て
い
る
が
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

神
職
は
僅
か
二
十
名
足
ら
ず
で
国
宝
や
重

文
の
社
殿
を
不
慮
の
火
災
な
ど
か
ら
守
り
き

れ
る
だ
ろ
う
か
と
不
安
だ
。
勿
論
、
防
犯
設

備
の
拡
充
や
防
災
訓
練
の
結
果
認
少
数
で
満

足
な
ら
ば
そ
れ
で
よ
い
が
。

宮
司
を
始
め
神
職
た
る
も
の
神
に
奉
仕
は

最
重
要
だ
が
近
代
的
経
営
感
覚
も
時
に
応
じ

て
必
要
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
魅
力
あ
る
美
し

く
も
解
か
り
易
い
文
章
で
ホ
ー
ム
ペ
１
ジ
を

開
き
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
に
発
信
し
我
が

上
下
両
社
こ
そ
伊
勢
神
宮
の
次
に
位
す
る
神

社
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
観
光
案
内
の
一
助

を
担
う
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
世
界
の
人
々

に
我
が
国
、
伝
統
文
化
の
理
解
と
な
ろ
う
。

孤
高
を
避
け
ｌ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
革
命
の

潮
流
に
乗
る
べ
き
だ
。
何
故
な
ら
ば
別
雷
神

は
電
気
の
神
、
喜
ん
で
賛
成
さ
れ
よ
う
。

も
う
一
つ
苦
言
を
は
さ
め
ば
上
賀
茂
神
社

を
紹
介
す
る
平
易
な
文
章
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
用
意
す
べ
き
だ
。
｜
昨
年
だ
っ
た
か
上
賀

茂
神
社
で
買
っ
た
白
い
表
紙
の
由
緒
略
紀
を

見
て
驚
い
た
こ
と
は
今
の
若
い
人
々
に
理
解

困
難
な
言
葉
で
は
宝
の
持
ち
腐
れ
と
な
っ
て

し
ま
う
。

次
世
代
を
担
う
の
は
若
い
人
々
、
特
に
二

十
一
世
紀
は
残
念
な
が
ら
女
の
時
代
、
女
性

の
理
解
が
必
要
な
の
だ
。

更
に
こ
の
略
紀
一
一
六
頁
を
み
る
と
賀
茂

族
が
出
雲
族
と
断
定
的
に
書
か
れ
て
い
る
が

如
何
で
あ
ろ
う
か
。
未
だ
史
実
と
し
て
歴
史

考
古
学
で
定
着
さ
れ
て
お
ら
ず
歴
史
学
的
に

見
て
諸
説
あ
る
そ
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。

要
は
記
紀
に
記
さ
れ
て
い
る
通
り
大
変
古
い

歴
史
を
持
っ
て
い
る
の
で
事
実
は
解
明
不
可

だ
。餓
後
に
我
が
家
に
は
上
賀
茂
に
住
ん
で
い
―
４

る
一
族
の
和
子
か
ら
頂
い
た
葵
は
今
年
も
早
々
｜

と
小
さ
な
赤
紫
の
花
を
咲
か
せ
て
お
り
又
、

明
治
天
皇
か
ら
顯
里
へ
下
賜
さ
れ
た
椿
の
挿

し
木
が
五
本
、
元
気
に
育
ち
何
れ
も
嫁
入
り

先
が
決
ま
っ
て
お
り
そ
の
日
が
く
る
ま
で
大

事
に
育
て
て
い
る
。

冒
頭
の
菊
ご
紋
お
文
箱
は
会
津
若
松
に
い

る
叔
母
笑
子
の
長
男
剛
の
尽
力
で
立
派

に
復
元
さ
れ
性
年
の
輝
き
を
取
り
戻
し
た
。

終
わ
り
に
当
た
り
賀
茂
社
と
賀
茂
同
族
会

の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
り
、
失
礼
、
失
言
は

ご
容
赦
頂
き
た
い
。

平
成
十
二
年
五
月
七
日

登
場
人
物
の
敬
称
、
敬
語
は
略
し
た
。
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京
都
文
化
博
物
館
に
常
時
展
示
さ
れ
、
永

久
保
存
さ
れ
し
歌

砧

秋
風
の
身
に
沁
む
今
宵
か
ら
こ
ろ
も

砧
打
つ
声
千
た
ひ
八
千
た
ひ

上
賀
茂
北
大
路
和
子

春
雪

は
っ
は
っ
の
萌
ゅ
る
若
菜
を
摘
む
袖
に

消
え
て
は
か
な
き
春
の
淡
雪

草
花

藤
袴
た
れ
ぬ
き
し
と
も
し
ら
露
の

こ
ほ
れ
て
涼
し
秋
の
風
立
つ

秋
夕

夕
さ
れ
は
鐘
の
ひ
ひ
き
も
虫
の
音
も

秋
は
わ
ひ
し
ぐ
物
恩
は
す
る

時
雨

秋
は
て
ぬ
降
り
み
降
ら
す
み
時
雨
し
て

雲
た
ち
ま
よ
ふ
鄙
の
山
里

上
賀
茂
岡
本
光
子

初
夏ラィ
ワ
ン

キ
ヱ
ヒ
ガ
サ

神
山
の
雫
国
雲
去
り
て
黄
絵
日
傘

ス
ズ
カ
ゼ
サ
ギ
カ
モ
タ
チ

河
は
涼
風
鷺
と
鴨
達

葵
歌
壇
冷
泉
家
玉
緒
会
所
属

◇ ●

会
務
報
告

副
理
事
長
北
大
路
元
顯

◎
第
十
八
回
理
事
会
（
出
席
十
欠
席
三
）

平
成
十
一
年
十
二
月
五
日
開
催

一
、
役
員
改
選
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
件

平
成
十
一
一
年
三
月
末
日
を
以
っ
て
役
員
改

期
を
迎
え
る
に
当
り
、
改
選
時
の
基
本
的
な

考
え
方
を
明
確
に
す
る
為
議
長
よ
り
次
の
説

明
が
あ
り
、
次
い
で
討
議
に
入
っ
た
。

Ｈ
現
在
の
同
族
会
活
動
の
全
容
は
討
議
資
料

と
し
て
席
上
配
布
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
図
（
理

事
会
、
評
議
員
会
、
合
同
鞭
務
局
及
各
チ
ー

ム
名
を
図
式
化
し
た
も
の
）
の
通
り
で
あ
り

こ
れ
を
継
続
発
展
さ
せ
て
行
く
役
員
の
選
任

が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

□
こ
れ
ら
の
事
業
は
中
堅
、
若
手
の
役
員
の

知
力
、
労
力
、
時
間
の
犠
牲
の
う
え
に
立
っ

て
推
進
さ
れ
て
い
る
。
斯
様
な
状
況
下
で
執

行
責
任
を
果
し
て
行
く
考
え
の
人
を
選
任
す

べ
き
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

曰
人
選
基
準
は
第
十
六
回
評
議
員
会
で
討
議
、

議
決
さ
れ
た
次
の
内
容
に
よ
る
も
の
と
す
る

こ
と
。

㈹
会
務
に
関
す
る
各
種
会
議
に
出
席
し
、
討

議
出
来
る
人
で
あ
る
こ
と
。

回
チ
ー
ム
活
動
に
協
力
し
て
頂
け
る
人
で
あ

る
こ
と
。

㈹
役
員
数
は
旧
来
の
人
数
に
こ
だ
わ
ら
ず
寄

附
行
為
（
規
約
）
に
定
め
る
員
数
（
理
事
十

名
～
十
三
名
、
監
事
二
名
～
一
一
一
名
、
評
議
員

二
十
名
～
二
十
五
名
）
の
下
限
で
あ
っ
て
も

良
い
こ
と
を
確
認
後
、
改
選
人
鞭
原
案
は
評

議
員
会
の
決
定
と
同
様
合
同
事
務
局
に
一
任

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二
、
同
族
会
会
員
承
認
申
請
書
に
関
す
る
件

同
族
会
会
員
承
認
申
請
書
（
家
系
説
明
図

付
）
を
祖
先
祭
時
に
配
布
の
際
（
郵
送
分
を

含
む
）
の
説
明
不
足
を
補
う
為
、
今
回
提
朏

し
く
同
族
会
に
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
の
み

提
出
し
て
頂
き
た
い
旨
の
文
替
（
葉
書
）
で

し
て
頂
く
方
は
「
資
格
基
準
一
に
基
き
、

新

全
会
員
に
発
送
す
る
こ
と
の
追
認
を
得
た
。

三
、
チ
ー
ム
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
及

び
お
願
い
の
件

①
広
報
（
会
報
発
行
）
チ
ー
ム
並
び
に
今
後

事
業
化
予
定
の
歴
史
勉
強
会
（
仮
称
）
及
情

報
化
シ
ス
テ
ム
改
革
（
仮
称
）
等
に
つ
い
て

会
員
の
方
々
か
ら
参
加
希
望
の
有
無
、
テ
ー

マ
に
対
す
る
意
見
を
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で
実

施
し
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
全
員
が
賛
成
し

た
。

ｏ
在
宅
編
集
協
力
者
委
嘱
に
つ
い
て

同
族
会
の
諸
事
業
を
遂
行
す
る
為
の
一
環

と
し
て
発
行
さ
れ
た
会
報
（
賀
茂
縣
主
だ
よ

り
）
を
一
層
充
実
す
る
為
、
役
員
各
位
に

「
在
宅
編
集
協
力
者
」
に
就
任
要
請
す
る
為

の
委
嘱
案
内
状
の
配
布
を
す
る
事
が
提
案
さ

れ
、
全
員
が
賛
成
し
た
。

四
、
そ
の
他
報
告
事
項

Ｈ
広
報
紙
紙
名
及
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
人
選

者
に
同
族
会
の
銘
入
り
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
贈
呈

す
る
事
に
な
っ
た
（
平
成
十
一
一
年
一
一
月
二
十

日
役
員
会
に
於
て
実
施
）

口
同
族
会
新
規
入
会
者
の
審
査
実
施

曰
来
年
度
役
員
会
（
理
事
会
。
評
議
員
会
・

合
同
事
務
局
会
議
）
の
開
催
日
の
決
定
（
別

掲
）

◎
第
十
九
回
理
事
会
（
出
席
十
二
欠
席
一
）

平
成
十
二
年
一
一
月
二
十
日
開
催

一
、
平
成
十
二
年
度
事
業
計
画
及
同
予
算
の

｛
一

付

例
年
の
年
間
主
要
事
業
で
あ
る
系
図
展
観
、

神
事
奉
仕
、
祖
先
祭
等
に
つ
い
て
説
明
後
こ

れ
ら
の
瓢
業
を
達
成
す
る
為

イ
、
広
報
紙
（
賀
茂
縣
主
だ
よ
り
）
の
年
二

回
発
行

ロ
、
会
員
拡
大
策
の
一
助
と
し
て
会
員
名
簿

の
整
備
、
家
系
図
の
整
備

ハ
、
競
馬
会
神
事
伝
承
の
為
の
儀
式
次
第
の

見
直
し
整
備

一
一
、
同
族
に
関
す
る
歴
史
資
料
蒐
集
及
勉
強

ム
ニホ
、
会
員
相
互
の
連
繋
手
段
と
し
て
の
情
報

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
調
査
検
討
へ
会

員
が
全
国
的
に
散
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
地

域
毎
の
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
為
の
自
主

的
活
動

平
成
十
二
年
度
の
一
般
会
計
予
算
案
に
つ

い
て
預
金
利
息
の
大
巾
な
減
少
等
か
ら
前
年

度
予
算
額
と
同
額
（
二
八
○
万
円
）
と
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
旨
の
説
明
後
審
議
の
結
果

全
員
の
賛
成
を
得
た
。

二
、
役
員
改
選
の
件

第
十
八
回
理
事
会
に
於
て
合
同
事
務
局
に

一
任
す
る
と
の
議
決
に
よ
り
、
合
同
事
務
局

に
於
て
候
補
者
二
十
二
名
（
別
掲
）
の
提
案

が
あ
り
全
員
の
賛
成
を
得
た
。

そ
の
他
事
項

一
、
同
族
会
会
報
の
紙
名
及
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
入
選
者
の
表
彰

◎
広
報
紙
名
称
「
賀
茂
縣
主
だ
よ
り
」

藤
木
襄
治
氏

◎
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
「
葵
と
八
腿
鳥
」
を
ア

レ
ン
ジ
し
た
も
の

５

岡
本
清
信
氏

両
氏
に
対
し
て
表
彰
状
に
同
族
会
銘
入
り
一

ボ
ー
ル
ペ
ン
を
添
え
て
人
選
を
貸
し
た
。

二
、
同
族
会
新
規
加
入
者
に
つ
い
て
審
議

「
同
族
会
会
員
承
認
申
請
書
（
平
成
十
二
年

二
月
十
九
日
現
在
）
に
つ
い
て
審
議
の
結
果
、

申
請
者
一
一
十
五
名
の
う
ち
一
一
十
三
名
を
適
格

者
と
し
た
。

㈱
そ
の
他
事
項
一
及
二
に
つ
い
て
は
理
事
、

評
議
員
会
に
於
て
審
査
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

◎
第
二
十
回
理
事
会
（
臨
時
）

（
出
席
十
欠
席
○
）

平
成
十
一
一
年
三
月
一
一
十
六
Ⅲ
開
催

一
、
役
員
改
選
に
伴
う
理
事
三
役
互
選
の
件

寄
付
行
為
第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
二
項

に
基
き
理
事
三
役
互
選
の
結
果
、
次
の
通
り

と
な
り
（
役
員
名
簿
は
別
掲
参
照
）
全
員
の

賛
成
を
得
た
。

二
、
合
同
事
務
局
参
加
メ
ン
バ
ー
の
件

第
八
回
理
躯
会
及
び
節
八
回
評
議
員
会
に

於
て
議
決
さ
れ
た
合
同
覗
務
局
に
つ
き
、
今
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回
の
役
員
改
選
に
よ
る
メ
ン
バ
ー
変
更
の
為

理
事
会
側
メ
ン
バ
ー
と
し
て
五
名
を
選
出
し

全
員
の
賛
成
を
得
た
。

㈱
合
同
事
務
局
メ
ン
バ
ー
別
掲
参
照
の
こ
と
。

◎
第
十
七
回
評
議
員
会
（
出
席
十
九
欠
席
三
）

平
成
十
二
年
二
月
二
十
日
開
催

一
、
平
成
十
二
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
案

の
件年
間
三
事
業
（
神
事
奉
仕
、
系
図
展
観
、

祖
先
祭
）
の
他
助
成
金
募
金
を
例
年
通
り
実

施
す
る
と
共
に
、
チ
１
ム
活
動
と
し
て
ｅ

広
報
事
業
、
◎
系
図
名
簿
事
業
冠
ｅ
競
馬
会

神
事
伝
承
事
業
、
、
歴
史
研
究
事
業
の
立
ち

上
げ
に
向
け
努
力
す
る
ほ
か
、
①
寄
附
行

為
運
用
上
の
細
則
整
備
、
、
情
報
化
シ
ス

テ
ム
調
査
、
Ｏ
地
域
活
動
等
の
業
務
を
推

進
し
た
い
旨
の
説
明
が
あ
り
、
次
に
予
算
案

に
つ
い
て
は
預
金
利
息
の
大
巾
な
減
少
か
ら

前
年
度
と
同
様
二
八
○
万
円
と
し
て
編
成
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
旨
の
説
明
後
、
各
項
目

に
つ
い
て
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

二
、
役
員
改
選
の
件

平
成
十
二
年
一
一
一
月
末
日
（
三
月
二
十
八
日
）

付
を
も
っ
て
理
事
、
監
事
の
任
期
満
了
に
よ

り
、
次
期
候
補
者
の
選
任
提
案
が
あ
り
、
出

席
者
全
員
異
議
な
く
選
任
さ
れ
た
。

㈹
次
期
新
役
員
名
は
別
掲
参
照
の
こ
と
。

三
、
そ
の
他
事
項

Ｈ
広
報
紙
紙
名
及
び
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
入
選

者
の
披
露
及
び
入
選
者
表
彰
に
つ
い
て
発
表

が
あ
っ
た
（
詳
細
第
十
九
回
理
事
会
の
項
参

照
）

◎
第
十
八
回
評
議
員
会
（
臨
時
）

（
出
席
一
九
欠
席
二
）

平
成
十
二
年
四
月
九
日
開
催

一
、
合
同
事
務
局
員
選
出
の
件

西
池
新
理
事
長
よ
り
、
合
同
事
務
局
の
性

格
等
の
説
明
後
、
事
務
局
員
と
し
て
評
議
員

よ
り
七
名
を
選
出
し
て
ほ
し
い
旨
の
発
言
が

あ
り
、
種
々
審
議
の
結
果
再
任
者
四
名
の
他

新
た
に
一
一
一
名
に
つ
い
て
三
名
連
記
の
投
票
を

行
い
新
た
に
三
名
が
選
任
さ
れ
た
。

「
同
族
会
阪
神
支
部
（
仮
称
と

発
足
の
気
運

理
事
西
池
勝
太
郎

か
ね
て
よ
り
、
現
西
池
晃
理
事
長
、
現
北

大
路
元
顕
副
理
事
長
よ
り
、
本
会
の
阪
神
地

区
在
住
の
会
員
も
増
加
し
つ
つ
あ
る
こ
と
で

も
あ
り
、
こ
の
際
に
同
族
会
と
し
て
も
、
関

東
地
区
に
な
ら
い
、
阪
神
支
部
を
結
成
、
主

に
大
阪
府
、
兵
庫
県
と
そ
の
隣
接
県
在
住
の

会
員
の
親
睦
と
、
今
後
の
活
動
の
た
め
、
そ

の
設
立
の
準
備
に
協
力
を
呼
び
か
け
る
と
言

う
お
話
が
湧
出
し
て
お
り
ま
し
た
。
勿
論
理

事
会
承
認
事
項
で
あ
り
ま
す
が
彌
先
づ
兵
庫

県
在
住
の
藤
木
秀
昭
評
議
員
、
大
阪
府
在
住

の
太
田
重
明
評
議
員
に
、
設
立
準
備
の
た
め

に
、
お
智
恵
の
拝
借
と
お
力
添
え
を
い
た
だ

い
て
、
発
足
準
備
会
開
催
に
ま
で
漕
ぎ
つ
け

よ
う
と
い
う
只
今
の
段
階
ま
で
来
て
お
り
ま

す
。
近
々
に
世
話
人
会
を
結
成
し
、
支
部
発

足
に
．
向
け
て
の
諸
準
備
に
取
り
か
か
ろ
う
と

動
き
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

私
も
及
ば
す
な
が
ら
、
お
手
伝
い
は
さ
せ

て
い
た
だ
く
積
り
で
あ
り
ま
す
。

活
動
開
始
は
若
干
遅
れ
て
い
る
感
は
あ
り

ま
す
が
、
今
年
度
の
祖
先
祭
ま
で
に
は
、
そ

の
骨
子
が
ま
と
ま
り
、
是
非
結
成
出
来
る
よ

う
皆
様
の
御
協
力
と
御
鞭
燵
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

掴
合
同
事
務
局
メ
ン
バ
ー
別
掲
参
照
の
こ
と

二
、
そ
の
他
事
項

Ｈ
「
群
書
類
従
」
社
よ
り
重
文
系
図
を
活
字

化
し
て
出
版
（
編
者
東
京
大
学
橋
本

政
宣
先
生
）
し
た
い
旨
の
打
診
が
あ
り
、

同
族
会
と
し
て
同
意
し
て
良
い
か
否
か
諮
問

が
あ
り
、
評
議
員
と
し
て
同
意
し
た
。

口
出
席
評
議
員
に
対
し
、
広
報
紙
「
賀
茂
縣

主
だ
よ
り
」
の
在
宅
編
集
委
員
と
し
て
、
及

び
五
月
の
神
事
競
馬
神
事
。
葵
祭
に
対
す
る

協
力
要
請
が
あ
っ
た
。

曲
水
の
宴
と
云
え
ば
最
近
は
城
南
宮
で
行

な
わ
れ
る
曲
水
の
宴
が
新
聞
紙
上
に
見
ら
れ

る
が
、
実
は
上
賀
茂
に
も
曲
水
の
宴
が
行
な

わ
れ
た
記
述
が
あ
る
の
で
原
文
の
ま
ま
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

細
川
高
国
曲
水
宴
跡

大
田
神
社
ヨ
リ
小
坂
ヲ
瞼
ヘ
テ
蟻
ヶ
池
一
一

至
ル
東
ノ
谷
一
一
ア
リ
字
ヲ
姥
ガ
懐
ト
イ
フ
四

山
合
抱
ス
ル
ヲ
以
テ
此
名
ア
リ
、
大
永
六
年

細
川
高
国
時
ノ
文
人
ヲ
会
シ
テ
曲
水
宴
ヲ
行

イ
シ
所
ナ
リ
、
高
国
一
武
人
ヲ
以
テ
此
風
流

ア
リ
其
雅
懐
ヲ
見
ル
ベ
シ
文
明
ノ
孚
乱
一
天

氏
人
方
ノ
家
族
此
一
一
隠
レ
タ
リ
ト
ゾ
。

賀
茂
曲
水
の
宴
は
、
賀
茂
別
雷
神
社
第
四

十
一
回
式
年
遷
宮
を
奉
祝
し
て
、
平
成
六
年

に
復
活
し
、
境
内
渉
渓
園
で
毎
年
四
月
に
開

催
さ
れ
て
居
り
、
曲
水
の
宴
の
童
子
役
（
羽

膓
）
は
毎
年
同
族
会
会
員
の
子
息
が
奉
仕
し

て
お
り
ま
す
。
今
年
は
次
の
諸
君
が
羽
鵤
役

を
務
め
ま
し
た
。

・
西
池
氏
暉
（
西
池
勝
太
郎
氏
の
孫
）

・
松
田
直
也
（
松
田
一
雄
氏
の
孫
）

・
山
本
幸
大
（
山
本
浩
久
氏
の
長
男
）

・
山
本
健
太
（
山
本
裕
司
氏
の
長
男
）

尚
曲
水
の
宴
は
毎
年
四
月
に
斉
行
さ
れ
ま

す
が
、
羽
膓
（
盃
を
乗
せ
た
鳥
の
形
を
し
た

し役員会日程(－部変更あり)。

(1)理事会（於神社）

第２２回平成12年10月７日㈹１３:３０

第23回〃１２年12月10日(日)１３:３０

(2)評議員会（於神社）

第20回平成12年10月８日(日)１３:３０

第２１回〃１２年12月３日(日)１３:３０

(3)系図展観平成12年７月30日（日）

(4)祖先祭平成12年10月29日（日）

(5)合同事務局会議（○内数字は回数）
（於神社）

⑮８月20日⑯９月17Ｒ

⑰10月22日⑬11月19日

⑲12月17日

〃
賀
茂
曲
水
の
宴
“

童
子
羽
膓
所
役
奉
仕
者

舟
）
を
川
上
か
ら
浮
か
べ
、
曲
水
の
下
流
に

侍
る
歌
人
に
流
し
届
け
る
役
目
で
左
程
む
ず

か
し
い
役
柄
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
奉
仕
い

た
だ
け
る
方
（
小
学
生
）
は
同
族
会
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

北
大
路
元
顕

㈱
細
川
右
京
大
夫
高
国

室
町
幕
府
時
代
の
管
領
で
、
鎌
倉
幕
府
時

代
の
執
事
と
同
じ
く
将
軍
を
助
け
て
幕
府
一

切
の
政
務
を
執
っ
た
も
の
で
、
斯
波
、
細
川
、

畠
山
の
三
氏
が
世
襲
的
に
、
此
の
職
に
つ
き

三
管
領
と
云
う
。

１
１
１
１
－
Ｉ
Ｉ
－
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
－
－
ｌ
Ｉ
－
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

お
詫
び
と
訂
正

一
Ｐ

｜
平
成
ｎ
年
度
の
当
法
人
助
成
金
募
金
に
一

一
つ
き
ま
し
て
、
先
日
お
礼
と
募
金
結
果
の
一

一
報
告
書
を
皆
様
に
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
。
一

一
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
寄
附
者
御
芳
名
一

一
に
次
の
方
の
お
名
前
が
脱
落
し
て
お
り
ま
一

一
し
た
。

一
柵
耐
胱
峨
峨
｛
牡
熊
雛
棚
鮒
一
一
岸

－た牒楜和船剛蝋燗Ｌ巧雌馳湖糺鵬肌一一
一
し
ま
し
た
こ
と
に
申
訳
な
く
詞
お
詫
び
し
―

―
て
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

－
１
－
－
－
－
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
－
－
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
－
－
－
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
－
－
－
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｌ

［
編
集
後
記
］

○
同
族
会
の
新
規
会
員
を
呼
び
か
け
ま
し
た
と
こ

ろ
、
昨
年
の
祖
先
祭
（
十
一
年
十
月
二
十
川
Ⅱ
）

以
降
約
二
○
余
名
の
方
々
の
加
入
を
頂
き
ま
し
た
。

今
尚
会
員
の
皆
様
方
の
御
兄
弟
、
御
子
弟
（
満
二

○
才
以
上
）
で
未
加
入
の
方
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

是
非
ご
加
入
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
広
報
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
西
池
成
晃
氏
（
現
理

事
長
）
が
四
月
中
頃
病
気
入
院
さ
れ
第
６
号
の
発

刊
が
ど
う
な
る
も
の
か
と
案
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、

幸
い
副
リ
ー
ダ
ー
の
西
池
勝
太
郎
氏
（
現
理
事
）

の
ご
努
力
に
依
っ
て
発
刊
す
る
事
が
出
来
、
正
直

な
と
こ
ろ
ホ
ッ
ト
一
息
つ
き
ま
し
た
。

○
毎
号
お
願
い
し
て
居
り
ま
す
が
会
員
の
方
々
の

ご
投
稿
（
随
筆
、
歌
、
俳
句
、
我
家
の
歴
史
な
ど
）

を
待
ち
侘
び
て
お
り
ま
す
。
奮
っ
て
ご
寄
稿
下
さ

い
。

（
神
鴨
子
の
子
）


